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新型インフルエンザへの対応について（通知）

　平素は、施設、事業所内の感染症予防対策に御尽力をいただいていることに感謝申し上げます。
さて、近年、東南アジアの国々を中心に発生している鳥インフルエンザのウイルスが変異しヒトからヒトへ感染する、いわゆる新型インフルエンザが出現した場合に、世界的な大流行（パンデミック）となる可能性が懸念されています。
　こうしたことから、ＷＨＯの事前対策計画を受けて、国において「新型インフルエンザ対策行動計画」の改定及び「新型インフルエンザ対策ガイドライン」の策定作業が進められています。

本県でも、「行動計画」及び「対応マニュアル」の年度内策定に向けて現在作業中であり、先般１１月１８日には、対応訓練を実施し、新型インフルエンザの発生に備えた準備を急いでいるところです。
この新型インフルエンザに対しては、“感染拡大を可能な限り抑制し、健康被害を最小限にとどめる”ことと“社会・経済を破綻に至らせない”ことが求められます。

　このことから、高齢者や障害者、児童等比較的感染しやすい利用者がいる社会福祉施設等においては、施設（事業所）内へのウイルスの侵入防止対策や利用者・職員への感染防止対策が重要になります。また、感染が拡大し職員が欠勤することなどを想定した事業継続計画（ＢＣＰ）を策定しておく必要があります。
つきましては、趣旨を御理解の上、当面、下記事項に留意し、新型インフルエンザ発生に備えた十分な事前準備をしていただくようにお願いします。

なお、来年なるべく早い時期に、圏域ごとに説明会を開催する予定ですので、申し添えます。
記
１．急ぎ取り組んでいただきたいこと
○新型インフルエンザに関する予防と対応の基礎知識を全職員に周知する。

○通常のインフルエンザと同様に感染拡大防止に努める。

２．参考資料（部内担当課のホームページに掲載します。）
　○「新型インフルエンザの発生に備えよう！！」（フォトしまね2008　№172）

　○新型インフルエンザＱ＆Ａ

　○島根県新型インフルエンザ対策行動計画（案）概要
３．関連ホームページの案内
　○厚生労働省：健康：結核・感染症に関する情報

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/
　○島根県：トップページ：トピックス：新型インフルエンザ対策
　　　http://www.pref.shimane.lg.jp/shobobosai/avianflu/
４．今後必要になると想定される対策等

今後、次のような対策も必要になると考えられますが、これらの事項については、「説明会」や県の「対応マニュアル」などの中で、具体的な内容をお知らせする予定です。
○新型インフルエンザが発生した場合に備え、事前に保健所等への連絡体制を整備する。

○施設ごとに各発生段階における対応マニュアルを作成する。（後日示す、社会福祉施設等向けのガイドラインを参考にしてください。）

○職員の罹患や罹患した家族の看病等で、一時的に多数の職員の欠勤が予想されることから、職員が欠勤した場合の運営体制を検討する。


新型インフルエンザ関連（重要）








《担当課》


○老人福祉施設・介護保険施設：高齢者福祉課


（電話　0852－22－5204　FAX　0852－22－5238）


○障害児・者施設：障害者福祉課


（電話　0852－22－6685　FAX　0852－22－6687）


○児童福祉施設：青少年家庭課


（電話　0852－22－5645　FAX　0852－22－6045）


○救護施設・社会事業授産施設：地域福祉課


（電話　0852－22－6822　FAX　0852－22－5448）

















